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解析には 3 つの手法を用いた。まず、人工衛星 （Landsat7、ALOS/PRISM、ASTER、SPOT-5）によって取得され
たデータを地理情報システムソフトウェアによって解析し、2 つの流域境界を決定した（流域 a、b）。各流域の面
積と標高帯分布は ASTER と SPOT-5（The Greenland Ice Mapping Project）に基づく標高データを用いて解析した。
次に、2012 年から 2015 年にかけてグリーンランド北西部に位置するカナック氷帽 （北緯 77˚28’、西経
69˚14’）において、各標高 （243、427、584、739、839、968 m a.s.l.）における表面質量収支を測定した。この
データと、グリーンランド氷床上（標高 1500 m a.s.l.）に設置された自動気象測器（AWS）の気象データから、氷
床上の各標高帯における表面質量収支を求めた。また、カナック氷帽上（950 m a.s.l.）の AWS によって測定され
た積雪深データから、各標高帯の積雪量を求めた。最後に、以上の解析から得られたデータを使って、各流域の
0–1600 m a.s.l.において 2012–2015 年までの年間の表面融解水の年間流出量を導出した。 
解析の結果、流域 a の面積は 1361 km2、流域 b の面積は 728 km2であり、それぞれ標高 1300–1400 m a.s.l.および標
高 1000–1100 m a.s.l.に最大の面積を持つことがわかった。また、現地観測によって得られたカナック氷帽の年間表
面質量収支は、2012–2015 年においてそれぞれ、−0.51、−0.75、−1.44 m w.e. a−1と算出された。また、氷床上標高
1500 m a.s.l.における質量収支は、2012–2015 年の期間でそれぞれ 0.38、0.27、0.14 m w.e. a−1であり、同じ地点で掘
削された積雪コアの解析結果と近い値を示した。次に、年間積雪量は標高 950 m a.s.l.地点において 2012 年から順
に 0.482、0.365、0.295 m w.e.であった。同様に標高 1500 m a.s.l.では 2012 年から 0.396、0.324、0.260 m w.e.であり、
両方の標高における年々変動は同じ傾向を示した。最後に、以上の結果を用いて算出した各標高帯での表面融解
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